













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































872-78 100 100 100 100 100
1895-99 186 165 100 116 104 160 100 100
1900-04 205 178 108 126 112 162 102 1０１
1905-09 216 191 118 131 113 165 9８ 9６


























作物 小麦 トウモロコシ 綿花 豆類 大麦 米 砂糖キビ
果物.
野菜
1886/8７ 1,241 1.125 866 756 520 150 7１
1909/10-12/1３ 1’２７０ 1,838 1,700 525 373 246 4８ 2９
作物
年 1886/8７ 1895-99 1900-04 1905-09 1910-13
100 194 214 231. 238
小麦 100 142 155 157 141
兄 100 125 132 106 104
大麦 100 132 133 106 140
作物
年 1886/8７ 1895-99 1900-04 1905-09 1910-13
綿花 7,999(100） 11,064(138） 16,688(209） 2Ｌ301(266） 26,995(337）
綿種子 1,484(100） 1,860(125） 2,604(175） 3,266(220） 4,372(295）
小麦 4,186(100） 5,507(132） 7,314(175） 8,738(209） 7.843(187）
氏２ 類 1,691(100） 1,790(106） 2,208(131） 1.831(108） 2.096(124）



















































































































































































年 1885-89 1890-94 1895-99 1900-04 1905-09 1910-13
綿花 8,387 ９，５１２ 10,759 15,817 21,889 27,857
綿種子 １，５０７ 1,810 1,579 Ｌ962 2,523 3.496
兄 類 552 822 450 246 4６ 5１
小麦 204 260 5４ 1５ 1８
米 123 133 114 118 160 301
トウモロコシ 3１ 144 3６ 1６ ４
大麦 1４ 5１ 2８ 2３ ８
輸出総額 12,270 14,348 14,787 20,372 26`８１０ 32,191
年 1885-89 1890-94 1895-99 1900-04 1905-09 1910-13
輸出 12,270 14,348 14,787 20,372 26,810 3２．１９１
輸入 7,947 8,872 10,249 16,297 23,805 26,138
差し引き ＋4,323 ＋5,476 ＋4,548 ＋４，０７５ ＋3,005 ＋6,053
植民地支配の政治経済学
㈹
外
資
と
エ
商
業
政
府
に
よ
る
事
業
以
外
に
も
、
民
間
資
本
に
よ
る
企
業
活
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
と
く
に
商
業
・
金
融
部
門
が
発
展
し
た
。
そ
の
民
間
資
本
と
は
大
部
分
が
外
鬮
資
本
１
－
外
国
か
ら
、
及
び
エ
ジ
プ
ト
在
住
の
外
国
人
に
よ
る
投
餐
ｌ
で
あ
っ
た
．
エ
ジ
プ
トでは、トルコが列強と結んだ通商条約により自由貿易が押しつけられ（輸入関税は一律八％に固定）、一八六○
～
七
○
年
代
か
ら
、
外
国
人
に
よ
る
金
融
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
財
政
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
らは、不動産取引きや土木建設にも外資が投下され始めていた。占領後しばらくは、全体的に活動不振となった
が、それでも綿花の繰り・圧縮工場や綿種子搾油工場、土木事業繭負い業等に投資がなされた。九○年代に入り、
占領長期化が見込まれるようになると、再び外資投下が盛んになる。政府も公共事業の資金不足を、民間資本の
導
入
で
補
お
う
と
し
た
か
ら
、
抵
当
権
取
り
引
き
と
土
地
の
開
発
・
販
売
を
中
心
に
、
銀
行
、
交
通
機
関
、
農
産
物
加
工
、
電
力
・
電話会社等へも投資がなされた。一八九七年に、エジプトの諸会社の払い込み資本・社憤総額が一、三八九万エ
ジプト・ポンドで、うち一、一九一万が外資であったが、わずか五年後にはそれぞれ二、六二八万、二、四六四
万に倍増している。こうしたプ１ムは、一九○七年の世界経済恐慌で頓挫し、翌年高等混合裁判所が、外国に本
籍を置く会社でも、主業務をエジプトで行なっているものはエジプトの会社とみなすとして、諸特権を取り上げ
たこともあり、多くの企業が破産もしくは撤退した。その後、第一次大戦時まで好景気は戻らなかったが、綿花
輸
出
は
引
き
続
き
好
調
だ
っ
た
の
で
、
綿
作
に
融
資
す
る
銀
行
や
抵
当
証
券
会
社
は
蕊
冒
し
、
一
九
○
七
～
一
四
年
間
に
エ
ジ
プ
ト
諸
会
社
に
対
し
て
な
さ
れ
た
純
投
資
「
四
入
九
万
エ
ジ
プ
ト
・
ポ
ン
ド
中
六
五
％
を
そ
れ
ら
部
門
が
占
め
た
。
国
別
に
見
る
と
、
四％程度であったが、一九○五～○九年平均では四四％、五六％となっている。輸入先も、イギリスが一位で、
９
常に一一一分の一前後を占めていた。
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③誘因の不足１１高収益をもたらす細作関連事業に比べて、工業にはそれほど魅力がなかった。
０
④政府の無策１１自由貿易原則の固守。
……右のうち①と③は占領前の時期にも当てはまり、②と④はとくに占領後の、ヨーロッパ列強、ことにイギ
リスの政策によるものである。クローマーは、エジプトのエ業化を阻止しようと決意していたわけではないよう
だが、インドでの経験から、イギリス繊維業界との悶著を避けるべく、エジプトでの紡織会社起業に際して関税
相殺税を課したし、国内エ業保謹の要求に耳を貸さなかった。一八九九年に創立された二つの紡織会社が不成功
に終わったのは、この取り引き税のためばかりではなかったが、これらの不幸な先例がまた、工業への投資意欲
一九一四年に、外資系企業（スエズ運河会社を除く）の払い込み資本九、二○四万エジプト・ポンド中、フラン
ス資本が五○％、イギリス一一一三％、ベルギー一六％、その他一％となっている。外資と一一一戸っても、エジプト在住
の外国人による投資は、利潤の大部分がエジプトに再投資されるものであったが、そうした国内資本が、一九○
七年のエジプト諸会社の払い込み資本・社憤総額中約三五％を占めた（もちろん、そのうちのいくらかはエジプ
０
ト人自身の資本であったが、その比率は分からない）叩
このように、エジプトの企業活動は、大部分外資によって、主として金融・不動産業において行なわれ、工業
部門では不活発であった。かつて、一八七○年前後には、政府自身が糖糖所他若干の工場を建設あるいは維持し
ていたものだが、それらは存続しなかった。エジプトの工業化不成功の原因は、オーウェンも指摘するように、
①生産要素の不衛－１エネルギー源を輸入に頼り、原料の多くも輸入に頼り（綿花も、国産の長繊維品種は国内消費用には高級に
すぎた）、熟練労働も多くヨーロッパ人に頼っていた。
②保鐵の欠如’八％の輸入関税はあったが．それを相殺する八％の取り引き税を諜嘗れ、鬮震品は高品質の鱸人品との競争に歌
回仙
を損う一要因となった。
れた。
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⑤
小
括
このように、占領後、税制を含む財政改革が行なわれ、外国借款にはあまり頼れなかったが、政府は水利事業
等農業振興政策に力を入れた。綿花輸出による高収益に刺激され、農業関連金融・不動産取り引き等への外資投
下も盛んとなり、綿花・綿種子を中心に農業生産が急増した。それに対して、工業は生産要素が整わず、それを
補うべき政府の保護育成政策は、イギリスによる自由貿易の押し付けでとられず、輸入品との競争に勝てる国産
品生産は伸びなかった。綿花の輸出先は、占領前からイギリスが中心で、通貨面でもエジプトはポンド・スター
リング圏に組み込まれ、従属的経済体制が完成した。とはいえ、輸出急増による経済の繁栄は、占領期間にエジ
プトの一人当たり実質国民所得を相当引き上げたし、独立後はむしろ低下してしまうのである（一九一三年価格
で、一八八○～九七年に七．六エジプト・ポンド、一九一一一一年に一一一・四、一一一○’一一一三年に八・一一、四○～五九
０ ０
年に九・四という推計がある）。｝」うした経済成長は、土地の配分に見られるように貧富の格差拡大を伴ったが、
０ ３
それでも大衆レベルで消費水準の向上が観察された。
結局、エジプトの工業は、一九○七年のピーク時にも、総人口一、一二八・七万人中、わずか三七・六万人を
し
か
雇
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
非
常
に
広
義
の
工
業
労
働
者
で
あ
っ
て
、
九
・
五
万
人
の
大
工
・
左
官
や
四
・
六
万
人
の
手
織り職人、一・｜万人の鉄道員等を含んでいる。近代的工業としては、綿花の繰り・圧縮、綿種子の搾油、精糖、
タバコの紙巻きが主なもので、ほかに少数の綿紡績・紡織、セメント、レンガ、醸造、製パンエ場等を数えるの
みであった。伝統的産業は、占領前からすでに衰退しつつあったが、一八八一～九○年間にギルド（にあたる同
３
業団体組織、ご一目宮）の独占権・行政的機能も廃止されている。
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②目一頃ロｏ『》○℃．。】庁・もロ・】ｇ～巨つ・○急の。６℃・◎岸・一目・農、～』ミ．円のの閨１６℃．、】【・・弓・←さ－這切・ＣＯ］ご一目○℃。ｎ房．》弓・園』～圏四・
③○尋①ＰＣ□・ｎ－【・・ｂｐ圏切～圏『・ＤＣ臣、この量６℃．。岸・》８．局』～】。・
例木村前掲瞥一一一、二九－三○ページ。因の日巨の６つ・鼻・・９．ｇ①～眉』。
⑤〔）葛の。６℃．ｇ一・・ｇ・笛】～い】①．なお、物価変動に関するデータとして、エジプトの輸入品価格を、一九一一一八年のそれを一○○と
した指数で、一八八一一一～八七年が五四・六、一八九三～九七年には五一・八に下がり、その後上昇して一九○八～一二年に六四・
四とするものがある。これによると、マイナス五％からプラス一八％への上下動があったにすぎない。『沼曵菖．。□．ｎ岸・》□・閨員
『■この」。
⑥国、。。『６℃．、一汗・もご・』巳～届』伜曙］←～呂切・○三のＰｏｂ．。【・》ロロ・巴瞠１国、伜曽℃・石田前掲密一一一四七－一一一五六ページ。Ｃ』⑪叩関ニ
ンロロ８二○目－，出】ぬ８『］。〔ｓの二一呂一の厨禺目。ＺＣ耳ゴンヰ一ｓ（三・Ｋ》］ｃ馬）七・段目：一の』・噂．
、目】ぬヨ。『．。ご・ｇ〔．．ｇ・眉②～画乞・○どの己．。□・ロ【・》ｇ・巴⑫～巴Ｐ画患～量』陣』詔～悼巴・口。］Ｂｏｂ．ｎ芦・・９．巳．
⑧○二のＰ８．，】【・・ロ・］患。
⑨○『・臣、三２６℃．。】（・もロ・］＄～ヨニ・木村前掲書一四－二一一一、一一一八－五三ぺ１ジ。○三のＰＣロ。ｎ芦・も・い】Ｐ
⑪○毛８６つ６－［・もつ・弓③～巴』・国、ロ・『６℃ｈ】［・もつ・誤函～哩困・エジプト在住の外国人は、一九○七年に二八・六万人で、うち
注
仙
加
藤
博
史」参照。
⑪（）軍『の目ｎｏ耳。曰四且…・弓・画麗Ｉ旨』伜巴』～酋ｇ・の・因：『・貢⑫。。旨］ｎｇ－ｐｍの旨ロ迫已冒届き～』巴』ご冒国。｝（６己．、芦壹ｇ・］色
～匡切・就業人口構成については、一九○七年に農業二一一五・八万、工業三五・六、商業一五・四万、輸送業一○・一万、専門職業
一三・六万というデータもある。、『。■、この］》◎己．、一斤・も．］亀・
側目、、圀二》のＱ・６℃・鼻・も．』＆戸口』⑦．また、一九一三年の一人当たり国民所得は五○ドル前後で、これは当時の日本人のそれよ
内
Ⅱ
戸
Ⅲ
、
ゴ
Ｐ
Ⅲ
■
Ｃ
く
彗
定
。
ｒ
ぃ
ｒ
》
て
卍
・
Ｐ
、
ご
目
Ｐ
■
ご
ｄ
Ｈ
ｏ
⑫向・幻・］．Ｑ三「①。》屋ＰＣａＯ『目】の『、己昏の□のぐの一○℃目の具。｛同色「目目目且臣のｑ屋忠～」ｇ『ご｛三一呂一の】山四の［｜の曰の自旦一の⑰．］昌望］宗③）
参照。 ○『・臣、三２６℃．。】（・もロ・］＄～ヨニ・木村前掲書一四－二一一一、一一一八－五三ぺ１ジ。○三のＰＣロ。ｎ芦・も・い】Ｐ
Ｃ毛８６つ、一［・もロ・弓③～巴』・国、ロ・『６℃ｈ】［・もつ・誤函～哩困・エジプト在住の外国人は、一九○七年に二八・六万人で、うち
一三・九万人がヨーロッパ人とアメリカ人（ギリシア人六・一一一万、イタリア人三・五万等）、七・○万人がオスマン・トルコ人、
六・五万人がスーダン人であった。○三のＰｏｐ．ｎ】〔・》弓・』９１旨切．、『。Ｂの『６つ．、】【・・二○一・二・ｈ房・誼陣呂も参照。
○三のＰＣロ・ロ［・やロロ・函ＣＣＩ⑬Ｃ』．
「一九世紀後半のエジプト土地・税制度」（『オリエント』二三巻一号、一九八○年）、中岡前掲論文「エジプト地租改正
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⑪
近
代
化
論
と
従
属
理
論
以上のように、イギリスのエジプト占領は、ナポレオン軍による占領以来のヨーロッパとエジプトとの政治（軍
事）的・経済的・文化的関係の強化の結果として、この地域の安定と自由貿易の確保にもっとも利害を感じたイ
ギリスが、ヨーロッパ列強を代表してその任に当たったもの、と言える。したがって、政治的・社会的安定とヨー
ロッパ資本の利益になる経済開発とが占領の目的であり、伝統的秩序を脅すような改革や思想の導入は避けられ、
基本的には農業生産拡大（による公憤償還）に必要な限りで公共事業や公共機関整備が推進されただけである。
そのため、エジプトの政治的発展は抑制され、経済的発展は、綿作のモノカルチャー化へと歪んだ形態をとった。
にもかかわらず、行政面の近代化が推み、国民の生活水準が向上したことは否定できない。問題は、政治参加を
伴わぬ行政能力の向上、工業化を伴わぬ国民経済の成長には、いずれも限界があるということで、エジプトは独
立後それを思い知らされるのである。
このようなイギリスによるエジプト統治を、社会科学の理論によってどう説明すべきか、あるいは、この事例
研究が理論化にどのように貢献しうるか、若干の考察を試みよう。まず、一国の近代化あるいは従属的発展とい
㈹閂⑫の四且一シロ向８コ。『員、田寓。ｑ…・己・巴回
（○三，四曲Ｐ］垣③』）ごロ・単⑭』．
り高く、インドのそれの二倍以上だったともされる。Ｃ・房筋閨「】》員シ⑫冒目①ａ８ｌＲ）のぐの一○℃目目［四目目『目、ロ。『［ご同国Ｃ【．届ｇ
～こ』』ごヨヨ・罰・勺Ｃ房陣宛・■・○ケ②冒すの『暎巴の・贄弓夛のロの四コロ旨、の。［言。□の『己閏二．口ご島の冨亘。－の両、鷺叫目》の』ｃ昏○の員巨『］
四、理論的検討
201
う
通
時
的
問
題
に
関
し
て
、
政
治
的
近
代
化
論
（
属理論の好例としてアミーン（の。シ曰亘の
４
とされる。しかし、クローマーらイギリス総領事は、軍部指導者ではなく、本国の文民政府が任命した官僚であ
り、藩王をいただく伝統的統治機構を温存しつつエジプトの近代化を図ったのであるから、なお近代化専制政治
的要素も強かったと言うべきだろう。
アミーンは、歴史的社会を「前資本主義構成体」と「資本主義構成体」に区分し、後者をさらに「中心資本主
義構成体」と「周辺資本主義構成体」に区分する。中心資本主義構成体は、資本制生産様式があらゆる前資本主
義的様式を破壊して排他性を主張するが、周辺資本主義構成体では社会的生産の基本部門たる生産財部門と消費
表⑦，.Ｅ・アプターによる､近代化過程にある
諸社会の政治体系分類
、政治的近代化論の好例としてアプターＳ・ロ・シロの【）の「近代化の政治」論を、経済的従
２
ミーン（の。シ曰一二）の「周辺資本主義構成体」論を、それぞれとりあげたい。
アプターは、「近代化過程にある諸社会」を、権威の構造と一般的価値観の組み合わせに
よって、表⑦の四種類に分類しうるとした。このうち、官僚制体系は、さらに①新重商主
義、②近代化専制政治、③軍部寡頭制、の三下位型に分けられる。なお、権威の位階制的
かピラミッド的かの区別は、政府の一一つの機能的条件たる強制と情報の混合度（強制の比
３
重が大きいほど位階制的、情報の比重が大きいほどピラミッド的）による、とされる。
イギリスによる占領前のエジプトは、近代化専制政治の体系を発達させつつあったと見
られるが、占領後は、基本的にイギリス占領軍の威力によって支えられた体系であったの
だから、軍部寡頭制に近づいたと言えようか。アプターの言う軍部寡頭制とは、位階制的
権威構造と手段的価値観を持つ政治体系で、国王の地位は、軍部指導者（ないし軍事評議
会）が占める。指導は、個人的ではなく位階制的・官僚制的である。この体系は、近代化
の実絞をある程度あげうるとしても、根本的には保守的で、政治の処理能力を持たない、
202
価値
権威 位階制的 ピラミッド的
本原的 動員体系 神政政治体系
手段的 官僚制体系 協和政治体系
植民地支配の政治経済学
②
植
民
地
支
配
の
政
治
的
経
済
学
ところで、アミーンは、主として政治的観点から植民地時代を区別してはいるが、周辺資本主義構成体への発
展は、植民地時代だけでなくそれ以前に始まりそれ以後も続いているとし、単純化しすぎている。アプターに至っ
…
…
こ
れ
に
続
く
説
明
の
中
て
本
稿
が
扱
う
露
の
エ
ジ
プ
ト
に
つ
い
て
ア
ミ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
ｌ
「一八八一一年、ウラーピーによる軍事的敗北は、アラブ復興運動の希望に終止符を打つこととなった。第三階級は、まず政治的に、
ついで経済的に排除されていった。これらの後斎である偏狭かつ従順な小官僚の世代は、外国支配をただちに受け入れ、近代社会の
価値の拒否と、なんら危険を伴わない反動的反対へと逃避していった。と同時に、植民地開拓の枠内において、まずもっぱら農村に
７
おける、ついで農村商人的、さらには産業的な、エジプトのブルジョワジーが形成された。」
……エジプトのブルジョワジーの形成は、むしろ独立以後の時期に属するし、エジプト経済の成長停止が問題
になるのもその時期以降のことであるが、一九世紀半ばから第一次大戦にかけてのエジプトは、アミーンの言う
周辺資本主義構成体の（とりわけ、そのアジア・アフリカ的類型の）ほとんど理念型的事例と言うべき発展を見
せたのであった。
財部門の間の「接合」が起こらないため、経済成長はむしろいっそう低開発性を強め、完成した資本制生産様式
５
を発達させるどころか、成長停止をもたらす、と言うのである。彼はまた、エジプト人として、現代アラブ世界
に
お
け
る
社
会
霞
体
の
歴
史
を
と
く
に
取
り
上
雌
次
の
三
つ
の
鋳
鋼
を
区
分
し
て
い
る
ｌ
「第一の時期は、ヨーロッパの脅威に対する自覚によって、またしばしば、この脅威に対してより有効に抵抗しようとヨーロッパ
を模倣する試みによって、特徴づけられている。この試みの失敗から植民地の時期が結果し、この期間中を通じて、アラブ轍成体は
決定的な従属的周辺部の特徴を備えることになる。第三の期間は、こうした従属性を再検討しようとする時期で、一九五○年代に幕
６Ｉ
が切って落とされる。」
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ては、近代化過程にある諸社会の発展を論じるのに、植民地主義については、「近代化の基本的手段」であったと
８
簡単にふれているだけである。そ一）で、植民地支配の共時的比較研究を次に取り上げる。植民地主義に関する政
治学的・経済学的一般化の試みに照らして、エジプトの事例の持つ意味を考えてみたいのである。
９
植民地支配を、帝国主義の問題として、、王に宗主国側の事情から研究したものは数多い。しかし、植民地支配
が、被支配民族の政治的・経済的発展にどのような影響を与えたか、という観点から一般的に論じたものは少な
い。ここでは、主として経済面についてアルベルティニ（”・ぐ○コど序耳ヨー）の、主として政治面についてトマス（○
が
、
被
支
配
民
族
の
政
治
的
・
経
済
い。ここでは、主として経済面
＆・目冒日閉）の所論を紹介する。
アルベルティニは、『ヨーロッパの植民地支配、一八八○’’九四○年、インド、東南アジア、アフリカに対す
０ り
る西洋の衝撃』という大著において、副題にある各地域の西欧諸国による植民地支配を個別に概観したあと、最
終
章
「
要
約
ｌ
震
地
主
義
に
つ
い
て
の
若
干
の
鬘
」
で
一
般
化
を
試
み
て
い
る
．
そ
の
中
で
彼
は
巖
ず
、
行
農
雲
ヨーロッパ人の事実上支配する近代的な中央部とへ原住民による伝統的な地方支配との二重構造をなし、やがて
近代的教育を受けた官僚が育ってきて、独立後ヨーロッパ人にとって代わるが、二重構造は温存される、と指摘
する。この点は、次のトマスの所論にもつながって重要であるが、アルベルティニは、続いて経済面の二重祷造
に注目する。すなわち、輸出農作物生産が急速に発展する一方で、他の伝統的産業部門は停滞もしくは衰退し、
全面的資本主義化・工業化に失敗したことを確認するが、しかしそれを従属理論のように、資本主義的宗主国に
よ
る
「
低
開
発
の
開
発
」
に
帰
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
て
い
る
．
そ
の
雷
を
筆
者
な
り
に
鬘
す
る
と
次
の
通
り
ｌ
①輸出向け生産が低開発をもたらしたのでなく、もともと未開発な経済を変貌させるには輸出向け生産の成長がなお不十分だっ
②農産物と工業製品間の交易条件は、一八八○’一九一三年間はほぼ一定、その後は相対的改善と悪化を反復しており、一概に腱
た
。
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掛りになろう。
しかし、独立後の政府の統治能力がまた、植民地時代の政治・行政のありようによって規定されてくる。たと
幻０
、えば、トマスが『周辺諸社会における権威主義国家の興隆』という著書で主張している、植民地国家体制こそが
⑥近代的工業との競争による伝統的工業の停滞もしくは衰退は、ヨーロッパでも産業革命時に生じ、後者の余剰労働力を前者が吸
収したのだった。植民地で近代的工業が発達しなかったのは、石炭・鉄鉱の欠如、輸送費の低下紙技術の高度化、農業の生産性の
０
低さ、工業投資に向かない社会的文化的風土、政府による保漣・育成策の欠如、等の理由による。
……これらの指摘は、本稿で検討した時期のエジプトについても、ほぼ完全に当てはまると言えよう。しかし、
アルベルティニが結論的に、「植民地の搾取と歪んだ開発が行なわれなければ、非西洋諸国は自力で近代的工業社
会になっていただろうという暗黙の、あるいは明示された仮定は、誤りであると考える。（中略）私は、植民地状
態という特定の文脈において、成長だけでなく発展が生じたし、植民地支配は、どのように定義するにせよ、近
０ ３
代
化
豐
を
始
動
さ
せ
た
と
信
じ
る
」
と
一
一
一
口
っ
て
い
る
の
は
従
属
論
批
判
と
し
て
は
的
外
れ
で
あ
ろ
う
．
従
属
篝
は
ｌ
少
な
く
と
も
ア
ミ
「
ン
の
そ
れ
は
ｌ
植
最
支
配
と
一
言
う
よ
り
遥
界
資
本
主
義
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
も
震
が
生
じ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
．
問
題
は
、
そ
の
薑
の
中
身
ｌ
工
業
化
に
結
び
つ
かない形躯竿－１なのであり、もし独立を維持したら、日本のように工業化政策をとれたのではないか、というこ
とである。その点を考えるには、独立後のエジプトのエ業化、もしくはその試みの歴史を調べることが一つの手
業
が
不
利
だ
と
は
言
え
な
い
。
③富の流出は、確かに生じた地域もあるが、外資や外国人専門家を導入しなければ開発ははるかに遅れたであろう。
④商品作物への特化は、エジプトと砂糖栽培島群を除き、それほど顕著ではない。問題は、農業の労働生産性が極めて低いままに
とどまったことで、それは人口増加や社会的・文化的要因による。
⑤近代的部門はヨーロッパ人や少数民族が握り、ヨーロッパと結びつき、伝統的部門の開発や原住民の人材育成にほとんど貢献し
なかった。
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独立後の権威主義国家の興隆を準備した、というような問題があるのだ。彼は、ラテン・アメリカ（ことにカリ
プ海諸島）やアフリカの旧植民地の観察に基づいて、植民地国家体制を次のように一般化している。まず、一八
三○年代以降奴隷制が廃止され、自営農民層が成立するのに対応して形成された王領植民地政府は、
①現地の立法・行政機関の榊成を決めるのに選挙が用いられたが、選挙権は極めて制限されたものだった。
②行政機関に圧倒的な権威の集中がなされた。
０ ０
③植民地権力の個人的代表者が任命され（普通は現地総督として）、拒否権により行政上至高の権威を持った。
しかし、これら地域も、一一○世紀に入ると周辺資本主義的社会櫛成体への変貌を遂げ、それに対応して植民地
しかし、一
国家体制は、
①経済的再生産の組織という役割が重要になる一方、かってのような抑圧機関の増強は反比例して重視されなくなる。
②郵便制度や企業活動のための法制整備等、以前から果たしていた経済的機能を、おおいに向上させる。
③地域によっては、産業基盤整術の責任を直接担う。
④ブルジョワ的民主政治の長所を説くイデオロギー的・文化的「装置」を設け始め躯
０
そして、第一一次大戦後、民族独立運動が強まるにつれて、国家は、
①農民の土地への飢餓が社会的不満の根源と認識するが、それに対する政策は、地域によって様々であった。
②門戸開放政策をとり、外国の資本と人材を歓迎する。
③経済開発事業への国家の介入を確立する。
④現地人企業家・実業家の育成を図る。
⑤福祉事業を拡大する（教育、保健．農村開発、年金等）。０
０
⑥労働者の地位規制を試みる（組合の合法化、労働局設置等）。
１以上は二九世紀から謹紀半ばに至る長期間にわたって、震地国家の初期中期末期を特徴づけたも
のだが、エジプトの場合は、正式に「王領植民地」とされたわけでもなく、時間的にも四十年ほどの短い支配で
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あったから、もちろんトマスの説がそのまま当てはまるはずはない。まして、エジプトでは、イギリスに占領さ
れる以前から、強力な国家が存在し、それが産業基盤整備の責任を担っていたのであり、イギリスはそうした機
構・政策を引き継いだだけだ、と言えなくもない。ともあれ、現実にイギリス統治下のエジプト国家は、トマス
の初期・中期植民地国家の諸特徴を混在させていたことは確かである（キッチナーの総領事在任期以降、本稿で
扱えなかった一九一一二年の独立に至る時期には、末期の諸特徴も見受けられるようだが、この点はさらに研究し
なければならない）。イギリスの支配は、とりわけ、占領前からの民主主義への発展や教育の普及を挫折ないし停
滞させたし、そのことが独立後の政治のありようを規定する。いずれにせよ、植民地国家体制論も、三大陸の経
験を一般化しようとするのは蓋があるから類型化すべきであるし、その際にはエジプトも二つの墨ｌた
とえば、植民地化以前から薑した国家体制を持っていた類型のｌとして鬘しうるのではなかろうか．
（壱工）
注
Ⅲ目冨、○一三８。（言。□の曰冒四二．ロ（Ｃ亘ＢｍＰ巴霞）・内山秀夫訳『近代化の政治学』（新装版、一九八一一年）。
②斤烏ぐの］。□月日の員冒か恩一（勺凹１の．ｇ畠）・西川潤択『不均等発展』（’九八三年）、■四，２己巨一且・己幽一而、ョの一の日。且旨一ｍ（勺囚『】い
届ご）・野口祐・原田金一郎訳『世界的規模における資本蓄積第二分冊周辺資本主義構成体論』（一九七九年）。
③拙稿「近代化論と従属理鎗ｌ発展途上国研究の璽鏑枠組を求めて』｛『金沢法学』二七巻一・二合併号二九八五年）三九九「四
(7)（６）（５）（４） ○○ページ参照。
アプター前掲邦訳轡七一、一八九、四九三Ｉ四九五ページ参照。
注③の拙稿四一○～四一二ページ参照。
前掲邦訳書『不均等発展』三○七ページ。
同右、三一二ページ〈一部改訳した）。
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